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●ねじの締め込み過ぎに注意してください。

お願い

締め込み目安は、ユニットバス天井とすき間ががなくなった状態で、
それ以上のねじの締め込みはやめてください。
破損の原因になります。

●ねじの締め込みは必ず手締めでおこなってください。
最大締め込みトルクの目安：20N・cm(2kgf・cm)以下
充電式ドライバーを使用すると締め込みトルクが大きすぎて破損の原因になります。



①コードクランプ取付ねじを外す。
②電源電線は下図のように先端を段むきにする。
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【配線コード先端加工】 VVFφ1.6/2.0mm
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注意

●電気工事・アース工事は電気設備技術基準や内線規定に従って電気工事士が行う
●アース工事はＤ種接地工事に基づいて確実に行う
●配線コードの接続は確実に行う
●配線コードは分岐ブレーカー(15Ａ以上)より配線する
●アースを確実に取り付け漏電遮断器を設ける(分電盤にあればよい)
●配線コードはφ1.6/2.0mmの単線(VVFケーブル)を使用する
　より線は接続不良により発熱のおそれがあるため使用しない

警告 コンセントおよび換気扇用の壁スイッチは使用しない

禁止 漏電・感電や火災のおそれがあります。

電源接続部の安全上のため、コード接続後は必ず配線カバー・コード
クランプを取り付けること ホコリなどが侵入した場合、発火のおそれがあります。

警告

【配線手順】

警告
●電源はBF-532SHD(L)/533SHD(L)：交流100Vを使用する
●電源はBF-532SHD2/533SHD2：単相交流200Vを使用する

●配線コード・アース線・リモコンコードは本体取付位置より2mほど余裕をもたせて配線してくださいお願い

【配線例】 ※BF-532/533SHD2 の場合は 単相交流 200V

※：100Vは187タブ端子での接続となります。
　　200V機種(BF-532/533SHD2)では使用できません。
　　

③配線コードを電源接続端子に芯線が止まる
　まで確実に差し込む。
④トイレ換気スイッチからのリード線を
　差し込む。
⑤照明機器からのリード線を差し込む。
　(BF-532SHDL/533SHDLのみ)
⑥アース線を接続する。(Ｄ種接地工事)
⑦配線コードをクランプにはさみ、①で外した
　コードクランプ取付ねじで固定する。
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配線カバーを開けるとき
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①コードクランプを外す。
②２箇所のねじを2～３回転ゆるめる。(外さない）
③配線カバーを上に持ち上げる。
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８.電気工事

●電源端子台に配線コードを接続する場合、配線コードを奥までしっかり
　と差し込んでください。差し込み不十分な場合、発熱するおそれが
　あり、焼損や火災の原因になります。
●皮むきした配線コード部分が電源端子台外側に露出しないように確実
　に差し込んでください。
　感電や火災の原因になります。
●右図は電源端子台の内部図です。確実に配線コードが差し込まれたと
　きに、防塵される構造になっております。
　配線コードの差し込み不良はトラッキング現象等の原因になります。

【配線コードを電源端子台に差し込むときの注意事項】
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 ※分岐ブレーカーより配線を行い15A以上を確保してください。
 　他の危機と共用する場合でも、同時に運転した際に
　 許容範囲内であることを確認してください。
 　この場合は、点検の際に他の機器の電源を切ることになります。

配線コード(VVFケーブル：φ1.6mm/2.0mm)
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